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各     位 
 
 
                     会 社 名 高橋カーテンウォール工業株式会社 
                                    代表者名 取 締 役 社 長  高 橋 武 治 

                 （ＪＡＳＤＡＱ･コード１９９４） 
                     問合せ先 
                      役職・氏名 取締役管理部長 影山信博 
                                   電 話 ０ ３ － ３ ２ ７ １ － １ ７ １ １ 

 

 

 

平成２０年１２月期中間（連結･単独）業績予想との差異 

及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 

 

 平成２０年１２月期中間（平成２０年１月１日～平成２０年６月３０日）の業績予想につい

て、平成２０年２月２９日付当社「平成１９年１２月期決算短信」にて発表いたしました業績

予想との差異及び特別損失の発生をお知らせします。 
 なお、通期業績予想については精査中であり、確定次第お知らせします。 
 
 
 
１．平成２０年１２月期中間連結業績予想の修正等 
 

 (1) 業績予想（平成２０年１月１日～平成２０年６月３０日） 
                                （単位：百万円） 

 売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      中 間純利益

前 回 予 想      （Ａ） ４,５００ １０     ０   △６５ 

今 回 修 正      （Ｂ） ４,４００   △３０ △７０  △２００ 

増 減 額    （Ｂ－Ａ） △１００ △４０ △７０ △１３５ 

増 減 率      △２.２％  ―   ― ― 
 
 
(2) 修正理由 

売上高は全体では計画を若干下廻る４４億円になる見込みですが、粗利率が高いタラソ 
テラピー事業でのＰＲ不足を原因とする集客低迷による売上高の減少により、営業利益は 
計画を４０百万円下廻る△３０百万円に、経常利益は有価証券等の評価損２４百万円の発 
生等により計画を７０百万円下廻る△７０百万円となる見込みです。 
 中間純利益につきましては、投資不動産に対する減損損失４０百万円の特別損失発生と 
法人税等負担により計画を１億３５百万円下廻る△２億円となる見込みです。 
 
 

(3) ご参考：前期中間の連結実績（平成１９年１月１日～平成１９年６月３０日） 
                                （単位：百万円） 

 売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      中 間純利益

中間期(1/1～6/30) ３,７０１ △１７２ △２０６   ６９



２．平成２０年１２月期中間単独業績予想の修正等 
 
(1) 業績予想（平成２０年１月１日～平成２０年６月３０日） 
                                （単位：百万円） 

 売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      中 間純利益

前 回 予 想      （Ａ） ２,９００ ６５   ９５    ３０ 

今 回 修 正      （Ｂ） ２,７５０ １５０ １５０ △１２０ 

増 減 額    （Ｂ－Ａ） △１５０ ８５ ５５  △１５０ 

増 減 率      △５.２％ １３０.８％  ５７.９％ ― 
 
 
(2) 修正理由 

売上高は完成工事の一部下期へのずれ込みにより計画を若干下廻る２７億５０百万円に 
なる見込みですが、営業利益、経常利益は資材や労務費の原価アップ圧力に対する抑制努 
力等により、それぞれ計画を上廻りいずれも１億５０百万円となる見込みです。 

   中間純利益につきましては、連結子会社のタラソテラピー事業が売上高減少による損失 
計上により回収可能性が厳しくなった為に、同子会社への貸付金に対し設定した１億５２ 
百万円の貸倒引当金繰入れと、以前は社宅として利用していた建物を第三者に賃貸するこ 
とにより個別の減損管理対象となった投資不動産が回収可能価額を下廻り減損対象となり、 
減損損失４０百万円が特別損失として発生するため、計画を１億５０百万円下廻る△１億 
２０百万円となる見込みです。 

 
 

(3) ご参考：前期中間の実績（平成１９年１月１日～平成１９年６月３０日） 
                                （単位：百万円） 

 売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      中 間純利益

中間期(1/1～6/30) ２,４２８ ５８  ６３ １２８

 
 
３．特別損失の発生 
 
  平成２０年１２月期中間期において、連結子会社のタラソテラピー事業が売上高減少によ 
る損失計上により回収可能性が厳しくなった為に、同子会社への貸付金に対し設定した１億 
５２百万円の貸倒引当負担と、債務保証損失引当負担１３百万円及び以前は社宅として利用 
していた建物を第三者に賃貸することにより個別の減損管理対象となった投資不動産が回収 
可能価額を下廻り減損対象となり、減損損失４０百万円が特別損失として発生する見込みで 
す。 

 
 
                                      以 上 


